
岩

信

竹

明
治
期
勧
業
政
策
の
起
点
に
つ
い
て

:

明
治
期
の
殖
産
興
業
政
策
が
'
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
'
世
界

資
本
主
義
の
進
出
に
対
す
る
対
応
の
一
環
と
し
て
把
え
ら
れ
て
い

(1
)

る
こ
と
は
､
そ
の
歴
史
的
意
義
解
明
に
と
っ
て
不
可
欠
の
論
点
と

し
て
評
価
で
き
よ
う
が
'
外
圧
へ
の
対
応
の

｢
ア
ジ
ア
的
｣
乃
至

｢
日
本
的
｣
特
質
が
明
確
化
さ
れ
な
い
限
り
'
な
お
問
題
が
残
る

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
｡
明
治
期
の
殖
産
興
業
政
策
の
特
徴
と
し

て
'
機
械
'
技
術
の
移
植
に
加
え
て
'
経
済
過
程
へ
の
保
護
干
渉

志
向
の
根
強
い
存
在
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
'
国
際
的

一

環
境
よ
り
す
る
近
代
化

へ
の
圧
力
が
'直
ち
に
'
保
護
主
義
の
導
入

と
は
結
び
つ
か
な
い
か
ら
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
は
原
蓄
過
程
に
占

め
る
経
済
政
策
の
評
価
に
つ
い
て
の
研
究
史
を
ふ
り
返
れ
ば
明
ら

(e･)

か
で
あ
り
'
丸
､
し
ば
し
ば
引
証
の
対
象
と
き
れ
る
ド
イ
ツ
に
お

い
て
'

1
九
世
紀
前
半
に
あ
っ
て
は
'
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
保
護

関
税
獲
得
の
努
力
を
'

｢
封
建
制
度
と
絶
対
主
義
政
府
に
対
抗
す

(S
)

る
武
器
｣

と
し
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
首
肯
し
う
る
で
あ
ろ
う
｡

殖
産
興
業
政
策
'
と
り
わ
け
保
護
主
義
的
な
働
業
政
策
を
'
近
代

日
本
に
現
わ
れ
た

一
つ
の
歴
史
事
象
と
し
て
抱
え
'
経
済
過
程
と

の
総
合
的
把
握
を
行
やl
つ
と
す
る
場
合
､
外
圧
に
加
え
て
'
そ
の

国
内
的
な
政
策
形
成
の
基
盤
と
日
本
に
お
け
る
政
策
展
開
の
特
質

把
握
が
必
要
で
あ
る
が
'
こ
の
様
な
問
題
は
従
来
の
研
究
史
に
お

い
て
は
'
十
分
に
分
析
が
な
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
と
考
え

ら
れ
る
O

.

こ
の
点
に
関
し
､
戦
前
以
来
の
研
究
史
に
お
い
て
は
勧
業
政
策

(4
)

は
'
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
マ
ー
カ
ソ
テ
ィ
リ
ズ
ム
と
比
較
さ
れ
つ
つ
'

政
府
に
よ
る
資
本
制
生
産
の
創
出

へ
の
干
与
は
自
明
の
も
の
と
さ

れ
て
き
た
｡
′農
業
構
造
と
賃
労
働
創
出
の
塀
型
的
特
質
に
関
す
を
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議
論
が
盛
ん
で
あ

っ
た
半
面
'
そ
れ
ら
は
'
機
械
'
技
術
の
移
植

政
策
が
原
書
過
程
に
占
め
る
重
要
度
の
比
重
の
問
題
と
し
て
'
勧

3･･<酌

業
政
策
と
関
わ
ら
し
め
て
論
じ
ら
れ
て
小
っ
た
の
で
あ
る
｡
こ
の

点
は
'
日
本
の
資
本
主
義
化
の
ア
ジ
ア
的
性
格
を
強
調
す
る
議
論

36
的

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
｡
そ
の
議
論
で
は
'
近
世
の

｢
著
大
な

(-
)

(-
)

生
産
様
式
上
の
変
化
｣

が
な
か

っ
た

｢
直
接
的
小
生
産
者
｣
た
る

農
民
の
生
産
行
程
を
前
提
と
し
つ
つ
'
世
界
資
本
主
義
の
圧
力
の

(9
)

下
で

｢
明
治
政
権
の
庇
護
の
下
に
お
い
て
の
み
｣
発
展
し
た
資
本

主
義
の
原
蓄
過
程
と
の
把
握
が
'
封
建
制
の
ア
ジ
ア
的
性
格
を
軸

と
し
て
構
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
､

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ

ャ
ー
論

争

も
'
こ
の
様
な

｢
特
殊
ア
ジ
ア
型
理
論
｣
に
対
す
る
批
判
を
こ
め

30:
E

て
､
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
｡

I

こ
の
様
な
勧
業
政
策
把
握
は
'
資
本
制
創
出

へ
の
政
策
的
干
与

を
自
明
の
も
の
と
し
た
上
で
'
基
礎
過
程
と
の
対
比
に
お
け
る
政

策
の
持
つ
重
要
度
の
高
低
に
よ
っ
て
類
型
的
特
質
が
把
握
さ
れ
て

い
る
限
り
に
お
い
て
､
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
の
概
念
規
定
が
明
確

(ll
)

化
し
て
､
近
代
と
切
り
離
さ
れ
て
ゆ

き
'

又
'
民
富
形
成
の
実
態

(2
)

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
ゆ
け
ば
'
必
然
的
に
'
勧
業
政
策
自
体
の
持

つ
類
型
的
特
質
と
そ
の
意
義
の
問
題
は
消
え
去

っ
て
ゆ
か
ざ
る
を

え
な
い
立
論
構
成
と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
｡

近
代
史
に
つ
い
て
の
'
こ
の
様
な
論
争
は
'
K
･
マ
ル
ク
ス
の

草
稿

『資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
の
発
表
に
よ
る
ア
ジ

ア
的
生
産
様
式
論
争
自
体
の
局
面
の
転
換
と
､

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ

ャ
ー
論
争
以
来
の
実
証
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
､
以
前
と
同
様
に

展
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
'
し
か
し
な
が
ら
'
か
つ
て
ア
ジ
ア

的
と
評
さ
れ
た
日
本
の
近
代
化
過
程
の
特
質
に
つ
い
て
の
問
題
ま

で
､
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
い
｡
例
え
ば
､
か
つ
て
の
ア
ジ
ア
的

生
産
様
式
論
争
で
有
力
で
あ

っ
た
い
く
つ
か
の
見
解
'
即
ち
'
そ

れ
を
封
建
制
乃
至
は
奴
隷
制

･
封
建
制
の
ア
ジ
ア
的
変
型
と
見
る

(13
)

見
解
が
否
定
さ
れ
て
も
'
西
欧
と
の
対
比
に
お
け
る
'
ア
ジ
ア
で

の
近
代
に
至
る
ま
で
の
生
産
様
式
の
特
質
の
問
題
を
考

察

し

っ

つ
'
日
本
の
近
代
に
お
け
る
経
済
過
程
と
政
策
と
の
総
合
的
把
握

3町
酌

を
行
う
こ
と
の
必
要
性
は
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

本
稿
は
'
研
究
史
上
の
問
題
と
し
て
残
さ
れ
た
こ
の
様
な
課
題

中
の

一
論
点
を
形
づ
く
る
と
考
え
ら
れ
る
明
治
初
期
勧
業
政
策
の

形
成
過
程
に
着
日
し
て
､
政
策
形
成
が
そ
の
起
点
に
お
い
て
'
江

戸
時
代
以
来
の
勧
農
政
策
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認

.ヽ

し
た
上
で
'
明
滝
初
期
勧
農

･
勧
業
政
策
が
持

つ
江
戸
時
代
勧
農
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政
策
と
の
差
異
と
そ
の
基
盤
に
つ
い
て
'若
干
の
論
点
を
呈
示
L
t

明
治
初
期
勧
業
政
策
の
特
質
把
握
の
前
提
と
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
｡

註

(
1
)

石
塚
裕
道

『
日
本
資
本
主
義
成
立
史
研
究
』
'

一
九
七
三
年
'

序
章
及
び
同
書
で
の
研
究
史
整
理
を
参
照
｡

(
2
)

大
塚
久
雄

｢
重
商
主
義
成
立
の
社
会
的
基
盤
｣
(『古
典
学
派
の

生
成
と
展
開
』
'

T
九
五
二
年
所
収
'
『
著
作
集
』
第
六
巻
)'
岡

田

与
好

『
イ
ギ
-
ス
初
期
労
働
立
法
の
歴
史
的
展
開
』
'

7
九
六

一
年
'

序
論
等
'
又
'
日
本
型
原
蓄
論
に
関
す
る
諸
文
献
を
参
照
｡

(
3
)

M
arx
,
K
･,
"R
e
d
e
仁ber
d
ie
F
r
a
g
e

d

es
Freihan
dels,"

W
er
k
e
4
(邦
訳

『
マ
ル
ク
ス
-
エ
ン
ゲ

ル
ス
全
集
』
第
四
巻
'
四

七

1
頁
)

(
4
)

土
屋
喬
雄

｢
大
久
保
内
務
卿
時
代
の
殖
産
興
業
政
策

｣
‖

(『
経
済
学
論
集
』
四
-
九
'

1
九
三
四
年
所
収
)'
八

一
頁
等
.

(

5

)

土
屋
秀
雄

『維
新
経
済
史
』
'

一
九
四
二
年
'
山
田
盛

太
郎

『

日
本
資
本
主
義
分
析
』
'

1
九
三
四
年
等
｡

(
6
)-
(
9
)

平
野
義
太
郎

『
日
本
資
本
主
義
社
会
の
機
構
』
'

一
九

三
四
年
'
二
五
二
頁
｡

(
10
)

服
部
之
総

｢
日
本
に
お
け
る
ア
ジ
ア
的
生
産
様

式

の
終

結
｣

(I｢全
集
』
二

1
巻
所
収
'
初
出

l
九
四
八
年
)
等
参
照
｡

(
ll
)～
(12
)

同
上
及
び
福
富
正
美
編
訳

『
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
論
争

の
復
活
』'

!
九
六
九
年
等
参
照
｡

(
13
)

近
代
史
と
関
わ
る
限
り
で
の
諸
見
解
及
び
そ
の
変
遷
に
つ
い
て

は
早
川
二
郎
訳

『
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
に
就
い
て
』
'

一
九
三
三
年
'

羽
仁
五
郎

｢
東
洋
に
お
け
る
資
本
主
義
の
形
成
｣
(『
明
治
椎
新
史
研

究
』
所
収
'
初
出

7
九
三
二
年
)
等
の
戦
前
段
階
の
諸
論
稿
'
服
部

之
総

｢
社
会
構
成
と
し
て
の
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
｣
(同

他

編

『
ア

ジ
ア
的
生
産
様
式
論
』
'

一
九
四
九
年
所
収
)t
E
･

C
･
ヴ
ァ
ル
ガ

｢
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
に
つ
い
て
｣
(福
富
前
掲
書
所
収
)
等

の
戦

後
の
研
究
史
整
理
を
見
よ
｡

(
14
)

前
近
代
史
研
究
'
と
り
わ
け
国
家
史
の
観
点
よ
り
す
る
か
か
る

課
蓮

へ
の
接
近
に
つ
い
て
は
'
『
歴
史
評
論
』
三
二
〇
'

叫
九
七

六

年
所
収
諸
論
稿
等
に
よ
り
'
概
観
が
得
ら
れ
る
｡

二

明
治
七
年
の
内
務
省
開
設
以
後
体
系
化
す
る
勧
業
政
策
展
開
の

国
内
的
前
提
を
探
る
べ
く
'
地
租
改
正
以
前
か
ら
の
明
治
政
府
に

よ
る
勧
業
政
策
の
展
開
を
'
農
業
政
策
を
中
心
に
'
主

と

し

て

『太
政
類
典
』
の
記
載
に
よ
り
つ
つ
概
観
す
れ
ば
'
第

一
表
の
通

り
で
あ
る
｡
こ
れ
を
見
れ
ば
'
勧
業
政
策
と
'
勧
農
'
開
墾
政
策

の
密
接
な
関
係
が
わ
か
る
｡

と
こ
ろ
で
'
勧
業
政
策
を
も
含
め
た
明
治
初
年
の
産
業
政
策
の

展
開
を
見
れ
ば
'
太
政
官
札
の
発
行
と
結
び
つ
い
た
商
法
司

･
通

商
司
の
活
動
に
加
え
て
'
新
田
開
発
､
士
族
授
産
促
進
､
各
種
生
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第 1表 明治初期勧業政策略年表

事 項

太政官中民部官ヲ置ク

開墾局ヲ置キ民部首二属ス

民部大蔵両省ヲ併合ス

民部大蔵両省ヲ分離ス

民部省ヰ勧農局ヲ置ク

勧農局ヲ開墾局 卜改称ス

民部省中勧業寮ヲ置ク

民部省中開墾局ヲ置キ開墾施行ノ目的ヲ立ツ

生産ノ四掛ヲ置ク逮
民部省勧業施行ノ目的ヲ棄定ス

開墾局ヲ廃シ勧業寮中開墾種芸牧

民部省ヲ廃止

今般民部省被廃慎二付テ-従来同省取扱侯事務書類等土木司ノ

外一切其省-可受取事 (大蔵省-)

大蔵省勧業司設置

勧業寮二変更

大蔵省勧業寮勧農寮 卜改称

勧農寮廃止

内務省勧業寮設置

8

3

12

10

7

18

31

14

14

17

27

27

4

5

8

7

9

12

1

4

4

7

7

7

7 27

8 10

8 23

10 9

1 9

2

2

2

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

7

(出典) 『太政類典』第-編,勧農局 『旧勧業寮第一回年報撮要』,1876年,

大蔵省 『大蔵省沿革志』,1890年｡

産
試
験

'蚕種
･
生

糸
統
制
'
牧
畜
'
鉱
業統
制
t

VlE

山
林
政

策
'
商

業
統
制
の各政
策
が
行
わ
れ'
又

産
業
政
策
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
政

策

と

し

て

は
'
陸

･
海
の
運
輸
統
制
､
道
路
整
備
'
治
水
が

(-
)

行
わ
れ
た
｡

こ
の
う
ち
'
最
初
の
五
項
ま
で
が
'

勧
農

･
勧
業
政
策
の
内
容
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も

(a
)

の
で
あ
り
'

そ
の
中
で
'
蚕
種
'
生
糸
統
制
は
通

商
司
の
活
動
と
も
結
び
つ
け
ら
れ
て
'
収
税
'
輸

(4
)

出
統
制
政
策
の

一
環
に
も
な

っ
て
い
た
｡

又
'
士

族
授
産
促
進
の
内
容
は
'
事
実
上
'
開
墾
と
同
様

で
あ

っ
た
｡

さ
て
'
開
墾
は
'
と
り
わ
け
初
期
に
は
'
中
央

政
府
に
と
っ
て
積
極
的
な
政
策
と
は
言
い
難
い
も

の
で
あ

っ
た
｡
こ
の
こ
と
は
例
え
ば
'
明
治
二
年

三
月
に
中
央
政
府
直
轄
下
の
関
東
府
県
に
対
し
て

(5
)

出
さ
れ
た
次
の
会
計
官
達

に

見
る
こ
と
が

で
き

る
｡｢

新
田
開
墾
出
願
順
序

関
東
府
児
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会
計
官
達

新
田
開
墾
等
ノ
俵
御

一
新

二
乗
シ
府
県
ノ
手
ヲ
経
ズ
建
白
ノ
者

多
ク
有
之
朝
庭
オ
イ
テ
御
多
端
ノ
折
柄
其
煩
擾
不
少
'
土
地

ハ

府
県
ノ
管
轄

二
付
支
配
内
荒
原
平
野
等
有
之
之
開
墾
差
支
無
之

場
所

ハ
銘
々
見
込
書
ヲ
以
当
官

へ
可
中
之
事

.碍

二
月
十
日
｣

明
滝
初
年
に
お
い
て
は
開
墾
の
執
書
信

む
し
ろ
府
蒲
児
に
強
い

も
の
が
あ

っ
た
｡
明
治
元
年
か
ら
四
年
ま
で
の
府
蒲
児
か
ら
中
央

へ
の
開
墾
に
関
す
る
諸
何
の
件
数
は
､
塩
田
関
係
及
び
土
地
分
与

(6
)

を
含
め
て
六
〇
件
届
け
ら
れ
て
い
る
｡

こ
の
中
に
は
'
弘
前
蒲
に

見
ら
れ
る
帰
田
法
の
伺
も
含
ま
れ
て
お
り
'
三
四
件
が
伺
通
り
認

可
さ
れ
て
い
る
｡

開
墾
が
領
有
制
解
体

へ
の
対
処
と
し
て
の
士
卒
層

へ
の
対
策
の

側
面
を
強
く
持

っ
て
い
た
こ
と
は
'
四
年
四
月
の

｢
開
墾
施
行
ノ

(
7
)

日

的
｣

に
明
瞭
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
｡

｢
宇
内
ノ
大
勢
変
遷
ス
ル
ニ
㍉

是
迄
ノ
士
族
卒
其
家
禄
ヲ
減

シ
或

ハ
帰
農
商
等
ノ
事
ヲ
以
テ
誘
導
ス
ト
雛
モ
之
力
生
業
ヲ
営

マ
シ
ム
ル
ノ
方
法
無
之

二
於
テ
ハ
其
極
不
可
生
活

二
至
り
而
シ

テ
其
事
モ
遂

1二

為
之
行
レ
サ
ル
様
可
相
成
候
依
テ
考
フ
ル
ニ

天
下
ノ
中
荒
蕪
不
毛
ノ
地
不
少
就
中
東
北
ノ
諸
州

ニ
ハ
多
分
有

之
右
等
ノ
地
ヲ
以
テ
前
段
遊
手
ノ
輩

二
相
授
ケ
耕
転
種
芸
ノ
術

二
従
事
セ
メ
シ
-
-
膏

二
土
着
ノ
者
ノ
永
久
ノ
産

二
安
ン
ス
ル

ノ
ミ
ナ
ラ
ス
自
ラ
全
国
ノ
カ
ヲ
増
益
シ
一
挙
両
全

二
可
有

之

候
‥
-
｣

こ
の

｢
開
墾
施
行
ノ
目
的
｣
が

｢
勧
業
施
行
ノ
目
的
｣
と
同

1
物

3EH
爪

で
あ
る
こ
と
は
'
勧
業
政
策
に
占
め
る
開
墾
の
重
要
性
を
示
す
も

の
で
あ
る
が
'
こ
こ
で
特
徴
的
な
こ
と
は
'
士
卒
を
念
頭
に
置
き

つ
つ
'
開
墾
政
策
に
含
ま
れ
る

｢
耕
転
種
芸
ノ
術
｣
の
勧
奨
を
'

｢
生
業
ヲ
営

マ
シ
ム
ル
｣
方
法
と
し
て
把
え
'
そ
れ
が

｢
勧
業
施
行

ノ
目
的
｣
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
府
蒲
児
で
の
'
旧
領
主

層
の
解
体
過
程
を
幸

久
.る
た
め
の
施
策
で
あ
る
開
墾
政
策
に
含
ま

れ
る
物
産
政
策
が
'
事
実
上
勧
業
政
策
の
主
柱
と
な

っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
｡
こ
の
様
に
'
初
期
に
は
中
央
政
府
に
と
っ
て
積
極

的
と
は
言
い
難
い
政
策
で
あ

っ
た
開
墾
が
'
勧
業
政
策
の
事
実
上

の
主
柱
と
な

っ
て
い
た
こ
と
は
'
勧
業
政
策
全
体
の
不
活
発
さ
を

示
す
も
の
で
あ
る
が
'
こ
の
こ
と
は
同
時
に
､
初
期
の
勧
業
政
策

が
'
府
藩
県
か
ら
の
土
着
の
要
求
か
ら
展
開
す
る
政
策
で
も
あ

っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡

も
ち
ろ
ん
'
士
族
授
産
を
目
指
し
た
開
墾
の
み
が
勧
業
'
そ
し
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て
勧
農
政
策
の
内
容
で
は
な
く
'
明
治
五
年
二
月
'大
蔵
省
勧
農
寮

は

｢
勧
農
寮
ノ
事
務
タ
ル
専
ラ
牧
畜
ヲ
蓄
息
シ
物
産
ヲ
増
殖
セ
シ

(9
)

ム
ル
ニ
在
り
｣
と
し
て
'
農
業
､
牧
畜
に
加
え
'
採
鉱
'
棟
織
'

醸
酒
他
の
工
業
技
術
の
欧
米
よ
り
の
伝
習
を
開
始
し
ょ
う
と
し
て

い
る
｡
し
か
し
な
が
ら
'
勧
業
'
勧
農
'
開
墾
の
諸
用
語
が
'
ほ

ぼ
同
義
の
も
の
と
し
て
'
政
策
展
開
に
当

っ
て
入
り
組
ん
で
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
'
農
業
'
そ
し
て
開
墾
が
勧
業
政
策
の
中

心
で
あ

っ
た
こ
と
が
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

さ

て

､
し
ば
し
ば
名
称
を
変
え
つ
つ
大
蔵
省
に
移
管
さ
れ
て
い

た
勧
農
寮
は
'
五
年
十
月
に
廃
止
さ
れ
た
が
'
勧
農
寮
廃
止
に
際

し
て
の
'
大
蔵
省
と
左
院
と
の
見
解
は
'
領
有
制
解
体
や
'
外
国

貿
易
に
規
制
さ
れ
つ
つ
進
展
し
た
勧
業
政
策
施
行
の
思
想
的
基
盤

へ
弧
爪

を
も
明
ら
か
に
し
て
い

る

｡

｢

大
蔵
省
伺

方
今
公
費
多
端
ノ
際
百
官
減
省
ノ
儀
兼
テ
申
立
候
儀
モ
有
之
差

向
キ
本
省
勧
農
寮
廃
止
右
事
務
租
税
寮

ニ
テ
板
扱
候
様
仕
度
尤

事
務
章
程
ノ
儀

ハ
追
テ
坂
調
更
に
可
伺
出
候

へ
ー
モ
即
今
廃
寮

ノ
儀
御
沙
汰
相
成
候
様
仕
度
此
段
相
伺
候
也

九
月
二
十
九
日
｣

｢

左
院

農
業

ハ
素
ヨ
リ
本
邦
ノ

要
務
タ
ル
論
ヲ
待
タ
ス
而
シ
テ
頑
固
愚

蒙
′
民
旧
習

二
拘
泥
シ
各
国
耕
牧
ノ
盛
業
ヲ
知
ラ
サ
ル
ヲ
患
フ

ル
久
シ
農
学
校
ノ
如
キ
牧
畜
ノ
如
キ
之
ヲ
誘
導
シ
之
ヲ
鼓
舞
シ

屡
々
進
歩
セ
ザ
ル
べ
カ
ラ
ズ
然
ル
ヲ
今
儀

二
廃
寮
ノ
議
ア
ル
掌

テ
其
心
ヲ
不
識
-
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
-
-
徴
祖
苛
酷

二
陥
ル
ハ

古
今
ノ
弊
勧
農
ノ
実
ヲ
別

二
設
ケ
テ
其
根
本
ヲ
勧
ム
ル
ハ
人
民

ヲ
愛
護
ス
ル
ユ
エ
ン
ナ
リ
当
時
勧
農

ハ
地
方

二
委
托
シ
其
事
ヲ

主
管
セ
シ
ム
-
イ
へ
ド
モ
亦
本
省

二
其
官
ア
リ
テ
其
事
ヲ
統
轄

セ
ス
ニ
ハ
ア
ル
へ
カ
ラ
ス
今
若
シ
両
々
合
併
ス
ル
ト
キ
ハ
勧
農

ノ
事
益
挙
ラ
ス
苛
酷
ノ
弊
弥
防
ク
へ
カ
ラ
サ
ル
ハ
之
ヲ
掌

二
視

ル
カ
如
シ
依
テ
従
前
ノ
察
ヲ
存
シ
英
人
ヲ
精
撰
シ
其
事
ヲ
督
責

シ
可
然
奉
存
候
事

十
月
五
日
｣

こ
れ
ら
を
見
れ
ば
'
工
業
の
技
術
伝
習
に
ま
で
施
策
の
視
野
を

広
げ
て
い
た
勧
農

･
勧
業
政
策
が
'
勧
農
寮
廃
止
の
賀
否
両
論
の

い
ず
れ
に
お
い
て
も
'
政
府
財
政
と
の
対
比
に
お
い
て
抱
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
'
と
り
わ
け
廃
止
反
対
論
に
あ

っ
て
は
'

｢
各
国
耕

牧
ノ
盛
業
｣
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
も
'
勧
農
政
策
は
'

｢
古
今
ノ

弊
｣
た
る
徴
粗
苛
酷
の
弊
の
補
完
的
政
策
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
｡
更
に
又
'
民
富
形
成
の
誘
導

･
鼓
舞
が
勧
農
政
策
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に
含
ま
れ
て
い
る
自
明
の
目
的
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
｡と

こ
ろ
で
'
経
済
的
背
景
を
異
に
し
な
が
ら
も
財
政
収
入
の
基

盤
拡
充
を
補
完
す
る
農
民
対
策
こ
そ
'
江
戸
時
代
に
広
汎
に
展
開

さ
れ
た
勧
農
政
策
の
主
要
な
内
容
で
あ

っ
た
｡
左
院
見
解
は
'
開

港
以
後
の
新
知
識
を
記
し
っ
つ
も
'
江
戸
時
代
と
同
様

の
勧
農
の

意
図
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
'
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
現

夷

に
は
勧
農
政
策
の
内
容
が
'
左
院
見
解
で
の
位
置
づ
け
と
は
異

な

っ
て
'
士
族
授
産
を
目
指
す
開
墾
を
中
心
と
し
て
い
た
と
こ
ろ

に
'
明
治
期
勧
農

･
勧
業
政
策
の
出
発
点
の
特
徴
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
｡
又
'
勧
農
局
設
置
が
廃
港
以
前
の
三
年
で
あ

る

こ

と

(第

一
表
)
を
あ
わ
せ
て
想
起
す
れ
ば
､
明
治
期
の
勧

農

政

策

が
'
江
戸
時
代
勧
農
政
策
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
と

思
わ
れ
る
｡
そ
こ
で
次
に
'
江
戸
時
代
勧
農
政
策
が
'
明
治
初
期

勧
農

･
勧
業
政
策
に
何
を
伝
え
'
何
を
伝
え
な
か

っ
た
か
が
問
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
'
こ
の
論
点
は
､
左
院
見
解
と
七
年
以

後
の
内
務
省
勧
業
政
策
展
開
が
決
し
て
無
縁
で
は
な
か

っ
た
こ
と

(ll
)

か
ら
も
'
看
過
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
｡

註

(
1
)～
(
3
)

こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
'

『太
政
類
典
』
第

一
編

に
詳
し
い
｡
又
'
そ
の
概
要
は
'
国
立
公
文
書
館

『太
政
類
典
目

録
』
上
'

一
九
七
四
年
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
4
)

例
え
ば
'
明
治
三
年
八
月
の

｢養
蚕
場
取
締
蚕
種
製
造
方
法
及

税
別
等
｣
の
布
告
に
よ
れ
ば
'
通
商
司
が
輸
出
員
数
を
改
め
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
'
又
'
各
地
の
相
場
に
従
っ
て
代
金
の
二
〇
分
の
1

の
課
税
が
な
さ
れ
た
O

(
『太
政
類
典
』

1
I
九
四
-
九
)
O

(
5
)～
(
6
)

『太
政
類
典
』
第

1
編
O

(
7
)-
(
8
)

同
上
及
び
本
稿
第

一
表
｡

(
9
)

『大
蔵
省
沿
革
史
』

(
『明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
成
』
第

三
巻
所
収
)

(
10
)

『太
政
類
典
』
二
-
1
六
I
入
｡

(
u
)

左
院
少
議
官
宮
島
誠

1
郎
の
建
白

｢新
設
内
務
省
議
｣
が

｢左

院
で
執
議
｣
し
'
雇
仏
人
ヂ
ュ
･
ブ
ス
ケ
の
意
見
も
徴
し
た
上
で
呈

出
さ
れ
'
内
務
省
設
立
構
想
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
｡

(大
久
保
利
謙

｢
内
務
省
の
創
設
｣

(大
霞
会
内
務
省

史
編
纂
委
員
会

『内
務
省
史
』
第

一
巻
'

一
九
七

7
年
所
収
)
'
同

｢
内
務
省
機
構
決
定
の
経
緯
｣

(同
第
三
巻
所
収
))
こ
と
か
ら
も
'

こ
の
こ
と
が
う
か
が
え
る
｡
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三

以
上
に
よ
っ
て
'
明
治
期
勧
業
政
策
の

一
つ
の
前
提
で
あ
る
こ

と
が
推
定
さ
れ
た
勧
農
政
策
の
展
開
を
研
究
史
に
依

っ
て
見

れ

ば
､
そ
れ
は
江
戸
時
代
に
お
い
rtJ
は
'
領
主
両
分
の

1
括
化
を
目

指
し
た
領
主
層
の
階
層
構
成
を
前
提
と
し
て
'
小
農
の
壊
滅
を
防

ぎ
つ
つ
貢
粗
収
入
の
増
大
を
図
る
'
主
と
し
て
蒲
単
位
の
体
制
的

(-
)

な
産
業
政
策
で
あ

っ
た
が
'
勧
農
政
策
の
こ
の
様
な
あ
れ
方
は
'

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
封
建
制
と
日
本
封
建
制
の
性
格
を
分
つ
点
と
も
密
接

(2
)

に
関
わ

っ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
｡

即
ち
'
勧
農
政
策
は
'

商
業
資
本
蓄
積
に
基
づ
く
領
主
権
の
移
動
'
拡
大
を
原
則
と
し
て

不
可
能
と
し
た
幕
藩
体
制
の
階
層
構
成
を
前
提
と
し
た
上
で
の
体

制
的
な
産
業
政
策
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
｡

こ
の
点
に
関
し
'
戦
前
の
研
究
史
に
お
け
る
中
国
中
世
に
つ
い

て
の
指
摘
に
注
目
し
て
見
よ
う
｡

｢
本
質
的
に
封
建
農
奴
的
生
産
関
係
に
基
づ
い
て
い
た
中
国
社

会
'
し
か
し
-
‥
･氏
族
制
末
期
の
そ
れ
に
連
な

っ
た
生
産
関
係
の

癒
着
の
ゆ
え
に

7
層
束
縛
的
な
も
の
と
せ
ら
れ
'
こ
れ
に
対
応
し

て
封
建
的
所
有
及
び
支
配
は
-
-
国
家
的
規
模
に
お
い
て
集
中
的

(

cyD)

に
-
-
発
達
し
た
こ
と
の
ゆ
え
に
-

-
｣

(4
)

K
･
マ
ル
ク
ス
の
'
ア
ジ
ア
で
の
労
働
地
代
の
展
開
の
議
論
と
関

わ
ら
し
め
て
戦
前
よ
り
問
題
に
さ
れ
て
き
た
中
国
中
世
に
つ
い
て

の
か
か
る
理
解
は
'
M
･
ウ
ェ
ー
バ
ー
等
の
著
作
よ
り
資
料
的
事

(-
)

実
を
援
用
し
づ

つ
達
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
'
日
華
で
の
ア
ジ
ア

ay｡爪

的
生
産
様
式
の
1
万
の
理
解
を
代
表
す
る
見
解
で
あ

っ
た
O
ウ

ェ

ー
バ
ー
は
'
又
'
数
世
紀
に
わ
た
る
中
国
の
農
政
に
つ
い
て
も
'

そ
れ
を
土
地
所
有
権
に
対
す
る
専
断
と
放
任
の
間
の
動
揺
と
し
て

把
え
､
農
政
の
基
調
は
'

｢
し
か
し
通
常
は
た
だ
政
府
の
農
民
保

(7
)

護
政
策
の
み
が
存
在
し
た
｣
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
こ
の

様
に
'
戦
前
の
日
本
近
代
史
理
解
に
お
け
る
ア
ジ
ア
的
要
素
の
評

価
と
強
調
は
'
ア
ジ
ア
中
世
の
領
主

･
農
民
関
係
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
の
異
質
性
の
認
識
に
そ
の
基
礎
を
置
い
て
い
た
も

の
で
あ

る

が
'
か
つ
て
見
ら
れ
た
様
に
'生
産
様
式
の
ア
ジ
ア
的
額
型
と
'
古

代
的
関
係
の
残
存
と
を
直
結
さ
せ
て
'
ア
ジ
ア
的
専
制
主
義
の
ア

ジ
ア
で
の
近
代
に
至
る
ま
で
の
残
存
と
そ
の
特
殊
性
を
強
調
し
す

(-
)

ざ
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
と
し
て
も
､

日
本
近
代
の
前
提
で
あ
る

江
戸
時
代
に
お
け
る
領
主
権
の
階
層
構
成
及
び
制
約

(
そ
れ
は
体

制
的
な
勧
農
政
策
が
そ
の
基
礎
と
し
た
も
の
で
あ
る
)
を
'
か

つ
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て
ア
ジ
ア
的
と
呼
ば
れ
た
､
西
欧
と
は
異
質
な
歴
史
的
性
格
に
着

目
し
つ
つ
分
析
す
る
視
角
ま
で
否
定
し
去
る
こ
と
は
'
問
題
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
｡
か
つ
て
見
ら
れ
た
､
日
本
封
建
制
に
つ
い
て
の

ア
ジ
ア
的
性
格
の
指
摘
は
､
西
欧
と
の
類
型
的
差
異
と
い
う
点
に

お

い
て
､

一
定
の
実
証
的
根
拠
を
持

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
｡

さ
て
'
こ
の
様
な
勧
農
政
策
は
'
幕
末
に
至
る
ま
で
､
階
層
的

な
領
主
体
制
の
維
持
を
前
提
と
し
た
体
制
的
政
策
と
し
て
の
性
格

を
変
え
な
か
っ
た
こ
と
が
､
封
建
反
動
的
施
策
の
研
究
等
に
よ
り

示
唆
さ
れ
て
い
る
が
､
明
治
政
権
成
立
の
主
柱
と
な
り
､
近
代
技

術
の
導
入
に
も
積
極
的
で
あ

っ
た
薩
摩
蒲
に
つ
い
て
こ
の
こ
と
を

概
観
し
て
お
こ
う
｡

延
宝
'
貞
享
期
の
禰
潅
清
雄
に
よ
る
商
品
作
物
栽
培
の
開
始
以

(9
)
接

'

生
産
量
を
増
大
さ
せ
た
鹿
児
島
県
は
'
明
治
初
年
'
砂
糖
の

他
に
生
蟻
'
菜
種
子
'
麻
芋
､
煙
草
を
は
じ
め
'
鉱
産
物
も
含
め

3利
一

て
種
々
の
物
産
を
産
出
す
る
に
至

っ
て
い
た
｡
明
治
初
年
で
の
産

出
額
に
達
す
る
ま
で
に
商
品
作
物
栽
培
が
進
展
す
る
過
程
で
は
'

(ll
)

旧
薄
暗
'
ま
ず
郡
奉
行
の
数
が
増
加
し
､
天
保
期
に
は
請
持
郡
奉

(12
)

行
が
置
か
れ
'
農
政
が
微
細
と
な

っ
て
ゆ

く
｡
諸

所

に

｢
勧

農

掛
｣

'

｢
勧
農
方
｣
が
置
か
れ
､
田
の
作
業
や
商
品
作
物
栽
培
の

l

(13
)

督
励
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た

｡

し
か
し
な
が
ら
'
そ
の
目
的
は
'

弘
化
期
に
至

っ
て
も
'
蒲
財
政
の
基
盤
強
化
を

目

指

し

た

｢
労

(14
)

郷
｣
の

｢
巣
立
｣
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
'

諸
島

へ
の
勧
農
使
'
得

(15
)

能
の
施
策
も
同
様
の
性
格
を
持

っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

即
ち
'
勧
農
政
策
は
､
砂
糖
専
売
に
見
ら
れ
る
多
様
な
頃
主
財
政

立
直
し
の
手
段
の
登
場
の
中
で
'
そ
の
内
容
と
重
要
性
を
変
え
な

が
ら
も
'
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
｡

し
か
し
な
が
ら
､
こ
の
よ
う
な
勧
農
政
策
の
あ
り
方
が
'
内
容

と
重
要
性
に
お
い
て
は
も
と
よ
り
'
そ
の
歴
史
的
規
定
性
に
お
い

て
も
､
何
ら
の
変
容
も
受
け
ず
に
明
清
期
殊
に
七
年
以
後
に
ま
で

に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
わ
け
で
は
な
い
｡
旧
幕
領
の
中
央
政
府

に
よ
る
直
轄
化
を
は
じ
め
と
し
て
'
地
租
改
正
以
前
に
既
に
'
薄

利
施
行
に
よ
る
府
藩
県
体
制
の
成
立
か
ら
廃
藩
置
県
を
経
る
過
程

に
お
い
て
'
領
主

･
農
民
関
係
の
変
質
が
進
ん
で
ゆ
く
か
ら
で
あ

る
｡明

治
政
権
に
よ
る
勧
農

･
勧
業
政
策
展
開

(
第

一
表
)
は
'
地

租
改
正
に
帰
結
す
る
領
有
制
解
体

へ
と
向
い
は
じ
め
る
時
期
に
開

I
始
さ
れ
て
い
る
が
'
江
戸
時
代
に
つ
い
て
触
れ
た
鹿
児
島
県
で
の



10

地
租
改
正
以
前
の
勧
農
政
策
実
施
の
基
盤
の
変
質
に
つ
い
て
触
れ

て
お
き
た
い
｡
ま
ず
'
こ
の
時
期
に
､
商
品
作
物
栽
培
等

(
そ
れ

の
み
で
は
な
い
が
)
に
対
応
し
た
官
有
工
職
場
が
二
五
宇
成
立
し

(18
)

て
い
た
｡
九
年
時
に
お
け
る
そ
の
所
属
別
内
訳
は
､
県
庁
と
島
津

家
の
共
有
た
る
承
恵
社
所
管
が
九
宇

(骨
相
､
養
蚕
'
牧
畜
の
諸

会
社
及
び
四
鉱
山
'
紡
績
器
械
所
)
､
陸
軍
省
引
渡
二
宇

(
旧
集

(マ
マ)

成
館
'
旧
火
薬
製
造
所
)
'
他
は

｢
其
余
十
三
亦
戎

ハ
士
民
ノ
占

有
ス
ル
所
ト
ナ
リ
或

ハ
微
々
振

ハ
ス
甚
シ
キ
ハ
其
処
所
ヲ
知
ル
へ

カ
ラ
サ
ル
二
至
｣
る
状
態
で
あ

っ
た
が
'
こ
の
う

ち
'
植

物

会

社
'
旧
織
物
所
は
県
勧
業
課
の
所
管
で
あ

っ
た
｡
又
､
諸

会

社

は
'
旧
集
成
館
'
火
薬
製
造
所
'
紡
績
器
械
所
は
も
と
よ
り
'
大

半
が
旧
藩
中
の
結
社
に
な
る
も
の
で
あ
り
'
承
恵
社
所
管
の
諸
会

51瓶
用

社
は
'
そ
の
前
身
の
生
産
会
社
時
代
の
分
社
で
あ
っ
た

D

さ
て
'
諸
会
社
は
'
五
年
時
点
で
引
受
人
に
対
し
て
'
払
下
げ

あ
る
い
は
賃
借
が
目
指
さ
れ
て
お
り
､
そ
の
結
果
が
九
年
時
点
の

a暇
E

所
属
に
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
は
'
旧
領
主
の
抵
抗
及

び
対
応
の
中
で
'
地
租
改
正
の
進
展
以
前
に
お
け
る
'
領
主
坂
分

の
明
治
政
府
と
旧
領
主
層
と
の
間
で
の
分
化
が
進
む
こ
と
を
示
し

て
い
る
｡
西
南
戦
争
後
'
大
半
が
兵
火
に
あ
っ
た
と
は
言
え
'
こ

れ
ら
諸
会
社
の
建
物
他
の
官
民
有
区
分
が
正
当
な
も
の
で
あ

っ
た

か
ど
う
か
問
わ
れ
'
そ
の
詮
議
は
'
旧
藩
主
の
貨
幣
財
産
を
元
手

に
し
て
開
発
し
た
と
さ
れ
る
新
田
の
帰
属
に
も
及
ん
で
い
る
｡

即
ち
'
明
治
政
権
の

｢
探
貞
者
｣
に
よ
れ
ば
'
草
高
計
千
五
百

石
余
の
小
村
'
浜
の
市
､
小
野
庶
'
小
林
の
四
新
田
は
'
淳
主
納

戸
金
を
以
て
開
か
れ
'
廃
藩
時
に
県
に
高
人
が
な
さ
れ
た
か
香
か

疑
問
と
し
て
お
り
'
明
治
政
府
は
､｢
当
時
開
発
ノ
際
果
シ
テ
島
津

家
ノ
私
衛
ヨ
リ
其
資
金
ヲ
給
セ
シ
者
ナ
レ
ハ
直
チ
ニ
之
ヲ
島
津
家

二
付
セ
.ラ
ル
ー
モ
妨
ナ
カ
ル
へ
シ
｣
と
し
な
が
ら
も
｢
苛
モ
其
費
用

(19
)

公
解
ヨ
リ
出
シ
モ
ノ
ト
セ
ハ
｣
審
査
の
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
｡

こ
の
事
例
に
も
見
ら
れ
る
様
に
'
旧
来
の
領
主
坂
分
収
坂
の
棟
構

的
裏
付
け
で
あ
る
階
層
構
成
が
解
体
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
｡
旧
幕

領
は
も
と
よ
り
､
他
府
藩
児
で
領
主
体
制
の
よ
り
大
巾
な
変
容
が

進
む
こ
と
は
､
例
え
ば
帰
田
法
の
失
敗

へ
の
経
過
を
想
起
す
る
だ

け
で
も
周
知
の
こ
と
と
言
え
よ
う
｡

こ
の
様
に
､

｢
幕
府
を
頂
点
と
す
る

｢
上
位
者
強
大
｣
の
封
建

3邸
E

的
ヒ
エ
ラ
ル
キ

ー

｣

が
崩
壊
し
'
府
蒲
県
財
政
の
中
央
統
轄
が
進

む
中
で
､
旧
藩
主
財
産
の
処
理
と
領
主
層
の
解
体
が
進
み
､
勧
農

政
策
に
幕
藩
制
的
特
質
を
与
え
て
い
た
諸
条
件
が
崩
壊
し
て
ゆ
く
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一
方
で
'
既
に
見
た
'
政
策
展
開
の
思
想
的
略
図
と
も
言
う
べ
き

江
戸
時
代

｢
勧
農
｣
概
念
が
明
治
期

へ
と
持
ち
こ
さ
れ
て
ゆ
く
と

考
え
ら
れ
る
｡

江
戸
時
代
よ
り
持
ち
こ
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
明
治
初
期
の

｢
勧

農
｣
概
念
は
'
し
か
し
な
が
ら
'
近
世
以
来
の
農
民
的
剰
余
収
板

の
機
構
的
裏
付
け
と
し
て
の
領
主
層
の
階
層
構
成
が
崩
壊
し
て
ゆ

く
中

で
'
現
実
に
は
､
領
有
制
の
解
体
､
商
品
流
通
の
進
展
､
外

国
貿
易
の
進
展
に
規
制
さ
れ

つ
つ
'
そ
れ
ら

へ
の
対
処
と
し
て
の

政
策
の
概
要
を
示
し
な
が
ら
も
'
先

の
左
院
見
解
に
見
ら
れ
た
様

な

｢
苛
飲
防
止
｣
を
掲
げ
た
､
民
富
形
成

へ
の
干
渉
を
正
当
化
す

る
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
し
て
の
側
面
を
持

つ
に
至
る
の
で
あ
り
､
政

策
展
開
に
お
い
て
そ
の
含
意

の
実
現
の
是
非
が
論
じ
ら
れ
る
に
至

姐御
凸

る
の
で
あ

る

初

期

に

お

い
て

'

し
ば
し
ば
勧
農
と
呼
び
か
え
ら
れ
た
明
治
期

勧
業
政
策
は
'
決
し
て
単
な
る
外
圧

へ
の
対
応

1
般
に
帰
せ
し
め

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
'
か

つ
て
ア
ジ
ア
的
と
評
さ
れ
た
生
産
様

式
の
類
型
的
特
質

に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
'
江
戸
時
代
勧
農
政
策
展

開
の
前
提
の
上
に
成
立
し
た
､
特
有

の
保
護
主
義
を
そ
の
内
に
含

叫礎
瓦

ん
だ
政
策
で
あ

っ
た
こ
と
は
'
も
は
や
明
白
で
あ
ろ
う
｡

註

(
-
)

安
良
城
盛
昭

『幕
藩
体
制
社
会
の
成
立
と
構
造
』
'

一
九
五
九

年
'
佐
々
木
潤
之
介

『幕
藩
権
力
の
基
礎
構
造
』
'

一
九
六
四
年
等

参
照
｡
筒
'
こ
の
両
書
は
勧
農
政
策
展
開
の
位
置
づ
け
に
は
差
異
が

あ
る
｡

(
2
)

古
島
敏
雄

『近
世
日
本
農
業
の
展
開
』
'

7
九
六
三
年
'
五
七

一
-
三
頁
｡

(
3
)

羽
仁
前
掲
稿
'
六
二
頁
｡

(
4
)

M
a
rx
.
汰
..
Das
K
a
P
ita
l
(長
谷
部
文
雄
訳
'
第
三
巻
｡)

1

一
一
四
頁
｡

(
5
)

羽
仁
前
掲
稿
の
引
用
文
献
等
を
参
照
｡

(
6
)

尾
崎
庄
太
郎

｢
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
論
争
｣

(服
部
他
編
前
掲

書
所
収
)
参
照
｡

(
7
)

W
eber.
M
..
G
esa
m
m
elte

A
ufsb+tZe
fu
r
R
elig
ion
s･

so2
io
Zo
g
y
(細
谷
徳
三
郎
訳

『儒
教
と
道
教
』
)
1
八
〇
-
≡
頁
等
｡

(
8
)

伊
豆
公
夫

｢
ア
ジ
ア
的
専
制
主
義
｣

(服
部
他
編
前
掲
書
所

収
)
'

1
四
九
頁
以
下
｡

(
9
)

『欄
覆
丹
波
清
雄
勧
農
略
記
』

(東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵

･
島
津
家
文
書
)

(
10
)

鹿
児
島
県

『鹿
児
島
県
史
』
第
三
巻
'

1
九
四

1
年
'
六
〇
八

頁
以
下
等
の
産
出
高
を
参
照
｡

(
H
)

『島
津
豪
列
朝
制
度
』
巻
之
五
十

(蒲
法
史
研
究
会

『藩
法

集
』
8
鹿
児
島
県
下
所
収
)
､
七
六
八
-
九
頁
｡

(
12
)

宮
原
公
達

『農
政
:
関
ス
ル
寓
留
』

(前
掲
島
津
家
文
書
)
9
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(
13
)

川
辺
町
役
場

『川
辺
町
郷
土
史
』
'

一
九
五

三
年
､
粟

野

町

『栗
野
郷
土
史
』

一
九
二
八
年
等
｡

(
14
)

｢
文
政
十

一
子
年
よ
り
御
改
革
之
御
趣
法
被
相
立
-
-
且
又
諸

郷
勧
農

1
件
は
'
分
而
被
仰
付
置
侯
処
'
是
亦
御
趣
意
探
汲
請
も
指

捧
侯
故
'
労
郷
も
漸
々
栄
立
-
-
｣

(海
老
原
薙
斉

『薩
蒲
天
保
度

以
後
財
政
改
革
顛
末
書
』

(本
庄
栄
治
郎
他

『近
世
社

会

経

済

叢

書
』
四
所
収
)
七
頁
)｡

(
15
)

坂
口
徳
太
郎

『奄
美
大
島
史
』
'

1
九
二

l
年
'
三

1
0
頁
等
｡

(
16
)-
(17
)

『太
政
額
典
』
≡
-
七
八
-

二

一O
な
お
'
こ
の
史
料

は

｢
鹿
児
島
県
旧
拍
蹟
中
不
明
瞭
ノ
廉
ヲ
審
査
ス
｣
と
の
評
蓮
の

一

件
文
書
で
あ
り
'

『鹿
児
島
県
史
料
』
第
四
巻
'

『
公
文
録
』
明
治

十

1
年
七
月
大
蔵
省
之
部

(
い
ず
れ
も
国
立
公
文
書
館
所
蔵
)
に
も

所
収
さ
れ
て
い
て
､
夫
々
付
等
の
存
否
等
に
若
干
の
差
異
が
あ
る
｡

荷
'
古
川
常
深

｢
明
治
初
期
第
五
国
立
銀
行
と
承
恵
社
の
形
成
過
程

に
つ
い
て
｣

(秀
村
選
三
編

『薩
摩
薄
の
構
造
と
展
開
』
'

1
九
七

六
年
所
収
)
は
'
こ
の
史
料
に
も
依
拠
し
た
業
績
で
あ
る
｡

(
18
)

同
上

一
件
文
書
所
収
の
工
職
場

一
覧
表

(古
川
前
掲
稿
参
照
)

の
前
書
に
次
の
表
現
が
あ
る
｡

｢
官
有
ノ
工
職
場
等

ハ
払
下
又

ハ
望

ノ
者

へ
引
請
サ
セ
候
ノ
事
｣
｡
葡
'
同
表
は
五
年
作
成
で
あ
る
｡

(
19
)

『太
政
類
典
』
同
上
｡

(
訓
)

山
口
啓
二

『幕
濡
制
成
立
史
の
研
究
』
､

1
九
七
四
年
'
二
六

頁
｡

(
21
)

特
定
の
政
策
の
概
要
を
示
す
概
念
'
及
び
そ
の
他
の
変
質
等
の

意
義
に
つ
い
て
の

1
般
的
考
察
は
'
別
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
が
'
本
稿
の
直
接
の
課
蓮
で
は
な
い
｡
こ
の
様
な
間
蓮
に
つ
い
て

は
S
haff}A
･}

[
n
trod
u
ction
to
S
ema
n
tics
(平
林
康
之
訳

『意
味
論
序
説

』
'

一
九
六
九
年
)
三
五
八
頁
等
を
参
照
｡

(
22
)

か
つ
て
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ー
論
争
の
課
題
は
'
民
富
形
成

の
実
態
の
解
明
の
み
で
は
'

l
半
の
解
消
に
し
か
な
ら

な

い
こ
と

が
'
改
め
て
想
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
.

(
付
記
)
本
稿
は
､

1
九
七

〇
年
作
成
の
草
稿
を
圧
縮
し
'
全
面
改
稿
し

た
も
の
で
あ
る
｡


